
長泉町・さわやかハイキング報告書 

通算山行NO 個人山行（雪山） 報告者 村上美恵子 

年 月 日 ２００９年３月７日（土・快晴） ２万５千図 蓼科山 

山  名 北八ヶ岳・蓼科山（２５３０．３１ｍ） 

体力度＝３・普通   技術度＝３・普通   藪漕＝ない  道標＝あり  トイレ＝駐車場

にあり   展望度＝最良・最高  三角点＝一等三角点   点名＝蓼科山 

うれしうれしうれしうれしいいいい、、、、たのしいたのしいたのしいたのしい、、、、最高最高最高最高のののの雪山登山雪山登山雪山登山雪山登山    

コース 

 とタイム 

5：00 下土狩出発⇒朝霧⇒甲府南 IC～中央道～諏訪 IC⇒8：30 スズラン峠駐車場着 

8：40 スズラン峠登山口発→11：40 蓼科山山頂（昼食）～12：15 下山開始→ 

13：55 スズラン峠着 14：05 発⇒蓼科高原⇒14：20 そば庄 14：50⇒ 

小渕沢 IC～中央道～甲府南 IC⇒朝霧⇒裾野⇒18：30 下土狩着 

標  高 差 
上り＝スズラン峠１７５０ｍ～蓼科山２５３０ｍ＝約６５８ｍ 

下り＝           同上 

参 加 者 ＣＬ・後藤隆徳、中村圭吾、石和加代子、村上美恵子＝以上４名  

 

ＡＭ５：００長泉を出発し、朝霧経由で甲府南から中央道に乗り諏訪 ICへ向かいました。 

中央道を走りながら八ヶ岳が見え始めると、 

ちょうど赤岳山頂に朝の日差しが射し、 

山頂の雪が真っ白に輝いてとっても綺麗でした。 

途中八ヶ岳パーキングでトイレ休憩をしましたが、 

ここからは雪の甲斐駒と鋸岳が間近に力強く見えました。 

諏訪 IC を降りてビーナスライン走って行くと、 

今日登る円錐形の美しい容姿の蓼科山が見えてきました。 

蓼科山は八ヶ岳連峰の北端に位置する標高 2530m の火山で 

諏訪富士とも呼ばれているとの事です。 

ＡＭ８：３０スズラン峠園地駐車場に到着。そこにはもう既に５台ほど車が止まっていました。 

先行者がいてトレースも着いています。ということで今日はこの登山口から登る事になりました。 

アイゼンを装着、ピッケルを持ち（トレースがついていたのでワカンは持っていきませんでした。）

身支度をして８：４０分駐車場脇の登山口から蓼科山山頂を目指して出発です！ 

 

出発してからしばらくはゆるやかな道を行きます。 

 

気温は比較的暖かく、 

歩き出すと直ぐに上着を脱ぐ事になりました。 

 

雪の状態もとても良くて、サクサクと歩きやすく、 

途中先頭に立って歩いた私に後藤講師から歩き方

早すぎるとの声が掛かってしまったくらいです。 



樹林帯（カラマツ林）に入ってもしばらくはなだらか道が続きましたが、 

ずっとそんな道が続くはずもなく、１回目の急な登りに入りました。 

 

ＡＭ９：５０ （2,120m 付近）樹林帯の切れ間から南八ヶ岳が展望できる場所で１０分の休憩です。 

そこで、群馬から来たという人と一緒になり情報交換。 

休憩後の登りは２回目の急登！雪の量もどんどん増してきました。ピッケルが活躍します！ 

１・２・３と心の中で掛け声を掛けながら頑張って上って行きました。 

                     

振り返ると南アルプス中央アルプスの山々が見えます。  

素晴しい景色です！木々に積もる雪の量も次第に多く

なって行き、進むほどに雪山の雰囲気が増し、 

私は、「ステキ！ステキ！」の連発でした。 

また、雪質も最高♪ザクザクと気持ちいいし、一直線

に、高度を稼いで上っている感じも心地よいです。 

 

ＡＭ１０:５０  ２回目の休憩 

「ふうぅぅ･･･」と～立ち止まって見上げると 

青空の前に広がる蓼科山の雪の世界！ 

またまた｢ステキ！ステキ～！｣ 

今日のコースはほとんど一直線に上がるコースで 

かなりの急登ですが、この景色が疲れを一気に 

吹き飛ばしてくれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          

 

 

 

ＡＭ10:50 休憩場所付近の景色                     


